



















平成 23 年度  教育・研究関連予算の動向
　★特別付録 研究費チャート★









　予算が国会で審議されるのは毎年 2 月～ 3 月ころですが，










成 22 年 10 月 19 日締め切りでパブリックコメントを募り，
政策コンテストが行われました。その結果が，平成 23 年度
予算付けに反映されています。各省庁から提出された特別













































































7 つの戦略分野と 21 の国家戦略プロジェクト
I.  グリーン・イノベーションによる環境・エネルギー大国戦略













平成 23 年度　高等教育予算 ( 案 ) 主要事項
大学関係主要経費　1 兆 7,923 億円（531 億円増）
内　容 順位 *





の増額を確保 ( 予算総額の約 3割を基金化，新規採択の約８割が対象 )
１位
■国公私立大学を通じた大学教育改革支援の充実等 496 億円（△ 89 億円）
◯博士課程教育リーディングプログラム 39 億円（新規）
・産業界等との連携の下で，博士課程教育を実施する「リーディング大学院」の形成を支援し，成長分












◯先端医療技術 ( 新薬・再生医療等 ), 遠隔医療システム , 高齢者用
パーソナルモビリティ , 医療・介護ロボットの研究開発・実用化を
促進→治験環境の整備 , 承認審査の迅速化→ドラッグラグ , デバイ
スラグの解消	








「大学のインターンシップ実施率 100% , 大学への社会人入学者数 9
万人」	
質の高い教育による厚い人材層→奨学金制度の充実 , 大学の質の保
証や国際化 , 大学院教育の充実・強化 , 学生の企業力の育成を含む
職業教育の推進，未来に挑戦する心を持って国際的に活躍できる人
材の育成	













































































術予算については，1 兆 683 億円と対前












































































































・JSPS 特別研究員事業　<1,052 名から 1,385
名に PD 採用者数を大幅拡充 >
・JSPS 海外特別研究員事業　海外学振



















・特に博士課程修了者等を対象とした特別研究員事業を大幅拡充 (1,052 名→ 1,385 名 )	( 学振 PD)
4 位
■リサーチ・アドミニストレーターを育成・確保するシステムの整備　３億円（新規）
・研究マネジメント人材 ( リサーチ・アドミニストレーター ) の養成と定着を支援し，研究者が研究活動に専念で
きる環境を整備
■海外特別研究員事業　19 億円（3 億円増）
・新規採用者数 138 名→ 228 名
■頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣事業　18 億円（新規）
・若手研究者の組織的・戦略的な海外派遣を支援し，海外での武者修行の機会を提供 ( 派遣見込者数 200 名程度 )
ライフ・グリーン
の ２ 大 イ ノ ベ ー
ションの推進













◇ ｢グリーン ･ネットワーク ･オブ ･エクセレンス (GRENE)｣ 事業：重要分野ごとに人材育成と先端研究を推進
◇ ｢緑の知の拠点｣ 事業：キャンパスを活用した新技術の実証を資源エネルギー庁と共同で推進












・従来のクラスター ( 地域の産学官連携による持続的なイノベーションを創出する集積 ) 形成等の成果を発展させ
るとともに，地域主導の優れた構想に対して，関係府省の施策を総動員するシステムを構築し，文部科学省では，
ソフト・ヒューマンを重点的に支援
■科学技術戦略推進費 ( 仮称 )　80 億円（新規）
・科学技術イノベーション戦略本部 ( 仮称 ) への改組を見据え，総合科学技術会議が各府省を牽引して科学技術基
本計画等に基づく科学技術政策を戦略的に推進
■科学技術イノベーション政策における政策のための科学の推進　8 億円（新規）
・｢客観的根拠に基づく政策形成｣ に向け，科学技術イノベーション政策における ｢政策のための科学｣ の推進体
制の整備や研究開発，人材育成等を実施
平成 23 年度　科学技術予算 ( 案 ) 主要事項

























　平成 22 年度は学内から広く公募を募り，31 件の申請から 14
件のプログラムを採択し，長期的研究シナリオとネットワーク作
りに励んで頂いております。平成 23 年度では 14 件のプログラ
ムの研究シナリオ発表会を行い，優秀な研究シナリオに対して金
沢大学の代表的な研究として集中的に支援を行う予定をしており
ます。ここでは平成 22 年度に採択された 14 件のプログラムを
紹介していきます。
政策課題対応型研究推進

































































































































































研エネ部門では 2010 年に CREST（研究課題：
超低損失パワーデバイス実現のための基盤構
築）に，また，アリオス株式会社とは A-STEP（研





















































































平成 22 年度 平成 23 年度
金沢大学の次の
重点研究プログラムへ
















第 4 期科学技術基本計画第 3 期科学技術基本計画
本研究プロジェクトは，増え続ける生活習慣病に対して，神経・内分泌・免疫学的
手法によるインターフェースメディシン研究





























　これらの背景を踏まえ，“ 食 ” の新たな機能


























































































































































性 in vitro マススクリーニング評価系の作製






























































































































































































た 3 種類のヨード加工インプラント（4 ～ 6，







































































Funding Program for Next Generation 
World-Leading Researchers



















遺伝子改編酵素群 AID/APOBEC がつくる B 型肝炎慢性化と発癌の機序














































































第 2 回リサーチアドミニストレーション (RA) 研
究会主催



























支援の検証と改善 (PDCA サイクル ) に取
り組んで参ります。
文責：　稲垣美幸
